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決
め（
リ
ス
ク
管
理
指
針
）、
そ
の
指
針
を
守
る
べ

く
「
何
を
ど
こ
ま
で
管
理
す
る
か
」で
あ
る
こ
と

に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
考
え

方
に
沿
い
、
T
M
S
に
て
可
能
な
リ
ス
ク
管
理
に

つ
い
て
述
べ
る
。

リ
ス
ク
管
理
に
お
け
る
課
題

企
業
が
抱
え
る
リ
ス
ク
管
理
に
お
け
る
一
般

的
な
課
題
は
、
大
き
く
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
一
）リ
ス
ク
管
理
指
針
が
不
明
確

（
二
）リ
ス
ク
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
把
握
が
で
き
て
い
な

い
も
し
く
は
時
間
が
か
か
る

（
三
）マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
動
や
取
引
先
の
破
綻
に
よ

り
発
生
す
る
損
益
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
で

き
て
い
な
い

（
四
）日
々
の
業
務
運
用
が
可
視
化
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
問
題
の
発
生
を
即
座
に
把
握
で

き
な
い

（
一
）は
組
織
の
問
題
で
あ
り
、
リ
ス
ク
管
理
に

組
織
と
し
て
ど
こ
ま
で
取
り
組
ん
で
い
る
か
が
如

実
に
現
れ
る
。
策
定
し
た
指
針
は
不
変
で
は
な

く
、
見
直
し（
六
ヵ
月
〜
一
年
毎
）が
必
要
で
あ

り
、
策
定
し
た
指
針
の
評
価
を
行
う
仕
組
み
を

組
み
込
む
必
要
が
あ
る
。（
二
）は
資
金
の
管
理
を

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
行
っ
て
い
る
場
合
や
複
数
の
シ
ス
テ
ム

で
行
っ
て
い
る
場
合
に
発
生
す
る
。
ま
た
、
自
社

の
み
で
見
た
場
合
と
グ
ル
ー
プ
会
社
込
み
で
見
た

場
合
で
は
大
分
様
子
が
変
わ
っ
て
く
る
。
さ
ら
に

は
、
昨
今
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
で
よ
り
明
ら
か

に
な
っ
た
よ
う
に
、
中
身
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の

投
資
商
品
の
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
算
定
す
る
か

も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。（
三
）で
は
近
年
日
本
企

業
が
ア
ジ
ア
各
国
に
進
出
し
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の

取
引
が
増
え
て
い
る
中
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
ラ
テ
ィ

リ
テ
ィ
ー
も
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
損
益
に
与
え
る

影
響
は
無
視
で
き
な
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
過
去
の
経
験
か
ら
で
は「
ま
さ
か
」と

思
わ
れ
る
事
象
が
発
生
し
て
お
り
、
客
観
的
な
指

標
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
最
後
に（
四
）で

あ
る
が
、
基
本
的
に
自
己
申
告（
上
司
の
チ
ェ
ッ
ク
）

に
任
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
り
、
J
S
O
X
の

対
応
に
膨
大
な
作
業
が
か
か
る
の
も
、
業
務
の
現

場
を
統
括
的
に
見
て
い
る
管
理
者
が
い
な
い
こ
と

に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

T
M
S
に
よ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
す
る
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
み
る
。
ま
ず
、
リ
ス
ク
指
針

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
シ
ス
テ
ム

で
は
解
決
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
作
成
し

た
指
針
の
検
証
と
い
う
観
点
で
は
、
大
い
に
シ
ス

前
回
の「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
基

本
的
に
流
動
性
リ
ス
ク
を
如
何
に
把
握
し
管
理

す
る
か
が
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
T
M
S
に

よ
る
そ
の
他
の
リ
ス
ク（
市
場
リ
ス
ク
、
信
用
リ
ス

ク
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
）の
管
理
に
つ
い

て
述
べ
る
。

リ
ス
ク
管
理
の
目
的

リ
ス
ク
に
は
、
一
般
的
に
二
種
類
の
タ
イ
プ
が

あ
る
。
一
つ
は
、
ゼ
ロ
／
マ
イ
ナ
ス
型
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
プ
ラ
ス
／
マ
イ
ナ
ス
型
で
あ
る
。
ゼ

ロ
／
マ
イ
ナ
ス
型
と
は
、
万
一
リ
ス
ク
が
顕
在
化

し
た
場
合
、
常
に
損
失
が
発
生
す
る
も
の
で
、

一
般
的
に
リ
ス
ク
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
一
方
、
プ
ラ
ス
／
マ
イ
ナ
ス
型
と

は
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
で
、
収
益
の
機
会
が
発
生

す
る
も
の
で
あ
る
。
所
謂
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ

ス
ク
は
ゼ
ロ
／
マ
イ
ナ
ス
型
の
典
型
で
あ
り
、
市

場
リ
ス
ク
、
信
用
リ
ス
ク
は
基
本
的
に
プ
ラ
ス
／

マ
イ
ナ
ス
型
に
な
る
。
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
に
お
け
る

リ
ス
ク
管
理
は
、
基
本
は
プ
ラ
ス
／
マ
イ
ナ
ス
型

で
あ
る
が
、
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
定
義
や
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
管
理
は
ゼ
ロ
／
マ
イ
ナ
ス
型
と
言
え
る
。
以

上
の
前
提
を
踏
ま
え
た
上
で
、
リ
ス
ク
管
理
の
目

的
は
、
損
失
を
防
ぐ
こ
と
で
は
な
く
、「
企
業
と

し
て
、
不
確
実
性
を
ど
こ
ま
で
許
容
す
る
か
」
を

トレジャリー・マネジメント・システム
の実装と活用【第3回】

T R E A S U R Y  F O R U M
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ソ
リ
ュ
ー
シ
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ン
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リ
ス
ク
指
標（
デ
ル
タ
、
ベ
ー
タ
等
）に
加
え
、V
aR

の
算
出
や
、
自
由
に
市
場
レ
ー
ト
を
変
動
さ
せ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る（
シ
ナ
リ
オ
分
析
）こ
と

で
行
え
、
全
体
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
リ
ス
ク
を
算
出

す
る
だ
け
で
な
く
、
任
意
の
切
り
口（
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
）で
も
算
出
で
き
る
。
一
般
的
な
例
と
し

て
、
通
貨
毎
、
商
品
毎
や
カ
ウ
ン
タ
ー
・
パ
ー
テ
ィ

ー
毎
が
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
、
カ
ウ
ン
タ

ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
の
所
在
国
毎
や
資
金
の
性
格
等

（
短
期
資
金
、
長
期
資
金
、
ど
の
事
業
部
か
ら
発

生
し
た
資
金
か
等
々
）に
よ
っ
て
も
分
析
で
き
、

取
引
内
に
存
在
す
る
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
、
任
意
の

切
り
口
で
の
分
析
を
実
現
す
る
。
最
後
に
日
々

の
業
務
の
可
視
化
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
パ
ッ
ケ
ー

ジ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
最
も
得
意
と
す
る
こ
と
で

あ
る
。
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー（
承
認
の
有
無
や
コ
ン
フ
ァ

メ
ー
シ
ョ
ン
の
有
無
等
）を
定
義
す
る
こ
と
で
、
業

務
フ
ロ
ー
を
標
準
化
し
、
確
実
に
守
ら
せ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
各
人
の
シ
ス
テ
ム
で
の

作
業
記
録
は
全
て
ロ
グ
が
残
る
た
め
、
抑
制
効

果
を
発
揮
す
る
。
職
務
分
掌
の
観
点
で
は
、
単

純
な
機
能
の
使
用
可
否
の
み
で
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー

（
グ
ル
ー
プ
）毎
に
使
用
可
能
な
リ
ソ
ー
ス（
口
座
、

カ
ウ
ン
タ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
等
）や
商
品
、
さ
ら
に

は
金
額
の
大
小
や
通
貨
等
に
よ
り
取
り
扱
い
の

可
否
を
設
定
で
き
る
。

リ
ス
ク
管
理
機
能
導
入
に
向
け
て

明
確
な
コ
ス
ト
削
減
効
果
の
あ
る
、
決
済
代
行

や
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
比
較
し
、
リ
ス
ク
管
理
は
定

性
的
効
果
が
主
と
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
た

め
、
予
算
の
獲
得
が
困
難
で
あ
る
の
が
実
情
で
あ

る
。
ま
た
、
特
に
ゼ
ロ
／
マ
イ
ナ
ス
型
で
は
、
実

際
に
問
題
が
顕
在
化
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
た

め
、
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
リ
ス
ク
管
理
業
務
の
本
質
は
業
務
フ
ロ
ー

の
中
に
内
在
す
る
不
確
実
性
を
管
理
す
る
こ
と

で
あ
り
、
確
実
な
部
分（
通
常
業
務
）の
管
理
と

表
裏
一
体
で
あ
る
。
業
務
自
体
の
採
算
性
を
評

価
す
る
時
点
で
、
リ
ス
ク
管
理
の
コ
ス
ト
も
当
然

含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
省
略
し
て
、
後

か
ら
R
O
I
が
算
出
で
き
な
い
た
め
予
算
化
が

困
難
と
言
う
議
論
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
ま
た
、

本
質
的
な
命
題
と
し
て
、
本
業
以
外
の
部
分
で

リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
か
も
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
一
方
、
リ
ス
ク
管
理
業
務
を
意

味
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
基
礎
と
な
る

デ
ー
タ
を
正
確
に
素
早
く
収
集
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
リ
ス
ク
管
理
シ
ス
テ
ム
の
本
質
は
、

名
前
と
は
異
な
り（
当
た
り
前
で
あ
る
が
、
シ
ス

テ
ム
は
リ
ス
ク
を
管
理
し
た
り
評
価
し
た
り
し

な
い
。
こ
れ
は
人
間
の
仕
事
で
あ
る
）、
基
礎
デ
ー

タ
収
集
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
定
義
し
て
も
過
言

で
は
な
い
。
昨
今
で
は
金
融
取
引
に
絡
む
さ
ま

ざ
ま
な
基
礎
デ
ー
タ
は
も
は
や
手
作
業
で
集
め

る（
計
算
す
る
）に
は
複
雑
す
ぎ
て
現
実
的
で
な

い
た
め
、
シ
ス
テ
ム
導
入
の
意
義
が
あ
る
と
い
え

よ
う
。

テ
ム
を
活
用
可
能
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、

外
貨
の
ヘ
ッ
ジ
を
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
五
〇
％
に
対
し

て
行
う
と
規
定
し
た
と
す
る
。
そ
こ
で
、
実
際

に
発
生
し
た
差
損
益
が
想
定
の
範
囲
の「
ぶ
れ
」

で
あ
っ
た
か
の
検
証
が
必
要
に
な
る
。
も
し
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
が
高
く
、
想
定
以

上
の「
ぶ
れ
」が
発
生
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
想
定

し
た
「
ぶ
れ
」の
範
囲
内
に
収
め
る
た
め
に
は
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
何
％
を
ヘ
ッ
ジ
す
れ
ば
よ
か
っ
た
か

を
シ
ス
テ
ム
で
は
簡
単
に
検
証
で
き
る
。
ま
た
、

V
aR

の
指
標
を
導
入
し
て
い
る
企
業
で
は
、
バ
ッ

ク
テ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
に
よ
り
、
想
定
し
た

V
aR

が
妥
当
で
あ
っ
た
か
の
検
証
が
必
要
に
な

る
。
通
常
、
フ
ァ
ッ
ト
・
テ
ー
ル
と
い
う
現
象
が
発

生
す
る
た
め
、
統
計
学
上
の
数
値
に
比
べ
、
現
実

の
世
界
は
よ
り
損
失
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
が

実
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
基
礎
デ

ー
タ
を
し
っ
か
り
把
握
し
た
上
で
リ
ス
ク
指
針
を

決
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
リ
ス
ク
・
ポ
ジ
シ

ョ
ン
お
よ
び
損
益
の
把
握
は
、
金
融
取
引
お
よ
び

A
P
／
A
R（
C
／
F
予
測
）を
T
M
S
に
取
り
込

み
、
一
括
管
理
す
る
こ
と
で
容
易
に
実
現
可
能

で
あ
る
。
T
M
S
で
は
、
元
本
ベ
ー
ス
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
に
加
え
現
在
価
値
ベ
ー
ス
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
随

時
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
信
用

リ
ス
ク
の
観
点
で
は
、
カ
レ
ン
ト
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ

ャ
ー
に
加
え
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ

ー
も
計
算
可
能
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
動
に

よ
る
損
益
の
把
握
や
予
測
は
、
最
も
一
般
的
な


